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研究成果の概要（和文）：明治150年の理数授業筆記等を全国網羅的に探索調査分析した。ウェブ検索手法も駆
使し網羅的探索調査の対象地域を関東甲信越・東北・北陸から北海道・本州・四国・九州へ，対象時代を明治大
正昭和へ拡大した．その授業筆記等を撮影し統一的PDF化文書の集録庫・データベース化を進め理数授業記録の
系統的分析研究を新展開した。その結果「理科」開始後の明治20年以後も世界先端級の理数教育が各地で新展開
された等の史的新知見を確証した。創意工夫に富む日本的簡易実験器具や装置の形成と,世界先端的教科書の対
応・対比・関連等を解明した。その理数教育史的価値ある真髄をICT・IoT活用で現代的AL型授業として再構成し
甦らせた。

研究成果の概要（英文）：We investigated various students' notes on science-mathematics educations
(SME) in Meiji-Taisho-Showa Era, by visiting archival sites not only Niigata-Kanto-Tohoku-Hokuriku 
but also Hokkaido-Honsyu-Shikoku-Kyushu of all Japan. We studied on true status of SME by 
digitalized & data-based documents and disclosed how taught those by special Japanese teaching 
styles. We cleared how Japanese teachers developed their own teaching styles based on Japanese 
cultures in Meiji. We clarified how Japanese SME cached up to the top-level of the worlds even after
 1886 when started "Rika" educations. We are developing those studies on Japanese global connections
 with European and American in Meiji Era. We are promoting researches to clarify the historical 
roots of Active Learning (AL) in SME. We are developing ICT-IoT based AL-modules in SME by useful 
hands-on tools for modern reconstructions of historically valuable teaching materials in Meiji by 
comprehensive search for students' notes in those years.

研究分野： 科学教育学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
新潟県村上市木村家文書が村上出身の木

村初男（名大連携研究者）から新潟大学附属
図書館に寄贈された。村上高等小学校生徒の
遠藤が明治中期に筆記した物理学筆記・化学
筆記・生理学筆記・動物学や植物学の筆記・
金石学筆記他は，世界的に高いレベルの授業
が村上高等小学校で明治 20 年代に実施され
たことを如実に示していた。従来の知見を覆
す新たな史的実態を証拠づけ得るこうした
授業筆記探索の史的重要性を痛感し，直後か
ら木村や全国の研究分担者・研究協力者との
緊密な連携網を構築して，新潟県全域や全国
網羅的な探索による調査研究を本格化した。  
文書館のICT検索環境が開始する好機に恵

まれて全国網羅的な探索研究が開始できた。
直ぐに文書館の3割程がウェブ検索開始期で，
3 割程は準備段階の現地での探索となった。
そこで，探索範囲を新潟上中下越から全国各
地（関東甲信越・東海・京阪神・北海道・東
北・中四国・九州）に拡大した。研究領域を
科学教育から理数教育へ拡大し，調査年代も
明治から大正昭和迄に拡大した。 
明治 150 年の節目に至って，現代に本格化

した新ICT機能活用を従来型探索を超える新
探索研究法とする私達が開始した特徴ある
本研究により，授業現場の記録・実録の網羅
的探索調査研究が急速に新展開できた。この
ICT 活用探索法を駆使した全国網羅的な検
索・探索調査という新研究方法によって，従
来型研究法（法令や指定教科書を主研究対象
だった）の限界を超えた生徒筆記や教案筆記
等の授業実録類による理数教育・明治 150 年
史の新研究展開法を開拓した。そして思わぬ
新実態と史的新知見を発見・発掘・確証する
機会を数多く得たという経緯・背景である。 
 
２． 研究の目的 
① 明治以来の理数教育分野の授業筆記・教
案筆記・試験記録他を網羅的に探索・収集し
調査分析する。拠点地域（新潟・群馬・埼玉・
茨城・栃木・神奈川・長野・石川）の鍵文書
の蓄積を基盤に，授業記録他の検索を北海
道・本州・四国から九州迄へも，網羅的に進
める。② 「理科・科学・算数・数学」授業
記録分析で，明治の理数教育分野における史
的な新実相と価値・意義・教訓を解明し，そ
の源流・成果や能動的学習法が国内に根付く
過程，形成・展開する。その未知な理科開始
期前後の真相を確証し，その普遍的価値を考
究する。③ 授業記録の蓄積整理・データ資
源化・解読を進め，当時の欧米理数教科書と
和製教科書との関連，実験・実物の活用法・
授業法・人的相互連関・能動的学習法の形成
史を解明する。日欧米の理数教育の形成過程
と普遍的価値を解明し，その価値ある真髄を
最新の ICT 活用で現代的に甦らせる。 
 
３． 研究の方法 
従来は法令・教科書分析などの研究が主で，

生徒筆記の探索・解読する研究手法は，従前
には全国的探索は困難を極めたので，主要と
はできなかった。私達は現代的な ICT 探索法
をフルに活用することでそれを可能にした。
各地の筆記文書の宝庫に埋もれた理数分野
の生徒筆記他を次々と探索し，多数の新文献
を発見蓄積した。筆記文書他を全国網羅的・
体系的に探索・収集しデータベース化した。 
これにより，従来の法令・教科書分析研究

の限界を超えた，教育現場の授業記録・実録
に基づく新研究方法と新研究領域を開拓で
きた。法令や教科書指定を超えて，各地の教
育現場で展開した未知の新実態を解明した。 
本調査研究では，当初の拠点地域（新潟・

群馬・埼玉・茨城・栃木・神奈川・長野・石
川）における明治の理数教育の史料探索を
集大成して，それを全国網羅的な解明研究
推進へと発展させた。以降，新潟全域の上
中下越や，近隣諸県，福島・宮城・秋田・岩
手・山形の東北から北海道へと拡大した。 
さらに，石川・富山・福井の北陸各県，静

岡や岐阜や名古屋他の中部地区，大阪・兵
庫・京都・和歌山の関西地区，四国・中国・
九州等の文書館の生徒筆記・試験答案・授業
記録類を網羅的に探索した。最初に理学分野
から重点的な調査を開始して，明治以来の科
学教育や数学教育の授業記録類を網羅的に
発掘調査する基盤的研究を構想して実行に
移すことにした。高等小学校の生徒筆記・
試験答案や教案記録などの一次資料の全国
網羅的な探索・収集・分析・解明を可能な
範囲で押し進め，そのデータベース化を進
めるとともに，明治 150 年に挑んだ理数教
育の内容・教え方・授業実態を解明した。 
拠点地域での教育雑誌や研究文献中の授

業教案や授業例紹介記録から辿る授業実録
の１次資料を探索・収集して分析・解明を
進めた。更に，全国網羅的な探索を新展開
して，豊富に収集した明治期の授業筆記・
試験答案・等を撮影した一次資料・2 次資
料画像を統一的に PDF 資料化し蓄積した。 
特に，授業の筆記記録と教案・入試や授

業の試験等の記録，実際に使用された教科
書，実際に参考にされた教科書他の収集資
料，他を理数各分野の教育史データベース
として系統化することを目指してきた。 
それらと欧米の最先端の教科書との対応

を調べて，相互の関連，日本と世界の対比
を進め，そのグローバルな価値を解明した。
その国際的連関と国際的源流や今日的教
訓・価値を解明し現代的価値を再構成した。 
特に，アクティブラーニング（AL）型授業

法の源流や価値を解明して，明治 150 年に
渡って世界のトップに挑んだ価値ある科学
教育の真髄を ICT活用や IoT活用による最
新 AL 型授業として蘇らせてきた。そうし
た魅力的な教材開発・教育実践研究を数多
く蓄積し，国内外に広く普及してきた。 
最終年度である平成 29 年度には，理数

分野の教育形成の実相・教訓・現代的再構



成等をめぐる本研究の成果発表や研究交流
のために研究会を新潟大で開催した。本研
究で解明した理数教育の形成史・実相・教
訓に関する研究成果を，国内外の学会・国
際会議で報告・普及して，集大成してきた。 
 
４．研究成果 
（1）明治・大正期の網羅的体系的な探索収
集を特に拠点地域（新潟・群馬・埼玉・茨城・
栃木・神奈川・長野・石川）において重点的
に推進した。更に，震災地である新潟中越・
上越や福島，宮城，岩手，熊本にて進めた。
京阪神や北海道・東北・中部から中国・四国・
九州の全国網羅的な文書収集へと開拓的な
探索範囲を拡大した。特に最近，茨城・岩手・
山形で大量発掘，兵庫・大阪・京都他の関西
地域開拓，香川・広島・大分・熊本へと四国・
中国・九州地域迄の全国展開を初完結できた。 
この探索成果を全検索出来るように，統一

的 PDF 文書化して整理した。全国文書館で未
収集の部分を補充探索する段階の検索調査
に役立てるべく，全国網羅的文書データベー
スの構築を目指した。欠けた文書を補充する
探索・撮影・収録の取り組みを実施した。そ
の収集した授業筆記PDF文書リポジトリ化と
全国網羅的データベース化を目指した。そう
した理数分野の授業記録・実録に関するデー
タベースを網羅的に調査分析し日本の理数
教育史における新知見を確証してきた。 
その中で，日本から欧米への留学生や教育

者の理数教育分野における国際的関連を考
察してきた。更に，日本や韓国や中国の生徒
と教育者の相互関連，日本・アジア・欧米の
理数教育史的な相互関連を考察してきた。特
に，明治150年の今日迄の科学教育に於ける，
その最先端に挑んできた日本とアジアの理
数教育実態とその相互連関を調査分析した。 
（2）特筆すべきは，兵庫での宇治橋正則授
業筆記の発見を新たな足掛かりにして，理科
筆記・物理学筆記・化学筆記・生理学筆記・
算術筆記などの全分野が揃うような事例を
最近，急速に蓄積してきている。それは，最
近の，香川，岩手，山形，熊本，和歌山，な
どに於ける新たな理数筆記文書の蓄積によ
り，明治 20 年代以降の豊富な授業筆記や教
案筆記・授業実録への発掘・新発見と新研究
展開を遂げてきた。それにより，パーカー・
ガノ-・カッケンボス型（『物理全志』『物
理小誌』『物理小学』他）のもの，ハクスレ
イ・スチュワート・ロスコ―型（『物理小学
（士氏）』『スチュワート物理学』『ロスコ
―化学』他），の様な具体的授業実態を各地
の授業実録から解明してきている。その史的
価値ある明治理数授業の核心部を，最新の
ICT を活用した動的な視覚化による手法等で，
今日的に甦らせてきた。こうして現代的な AL
型理数授業の新展開を目指してきた。 
特に，『小学校生徒用物理書（小生物理書

と略記）』や，スチュワートやゲージの教科
書による世界先端的な授業が明治 20 年代の

科学教育の継続的展開をしたという次の➀
～④に示す様な，驚くべき新知見を検証した。 
➀明治20年代における4種類の高等小学校
での物理授業筆記，即ち「新潟県の永井玄
真の『物理学筆記』（明治 25-26 年）, 埼
玉県の平野政一郎の『物理筆記』（明治 22
年），同県の藤城時郎の『物理学筆記』（明
治 22 年），新潟尋常師範学校生徒・倉茂吾
八の教育実習『諸教案』（明治 23 年）」は，
全て『小生物理書』による問答・実験の授
業だった。明治 22～26 年の高等小学校授業
で『小生物理書』が実際に使われ筆記され
た事を，本研究は日本で最初に確証した。 
新潟の与板高等小学校生徒・永井玄真の

『物理学筆記』は 5種類の教科書の文章・
図より『小生物理書』が 7割『物理全志』・
『物理小誌』・『スチュワート物理学』・
『小学理科新書』が約 3割であった。 
新潟県尋常師範学校生徒・倉茂吾八の新潟

師範附属高等小学校での教育実習教案筆記
の「理科と算数の教案」は，開発主義的授業
法で，明治 23 年の理科教案は『小生物理書』
で問答しそれを実験で検証する授業だった。 
埼玉県の騎西高等小学校生徒・平野政一

郎の「理科筆記」や埼玉県の高等小学校 3
年生・藤城時郎の『物理学筆記』は，『小生
物理書』と細部まで一致する事を確証した。 
②群馬県立文書館と埼玉県立文書館で所蔵
中の『小学校生徒用物理書』は，埼玉文書
館 9冊・埼玉歴史と民族の博物館 3冊，群
馬文書館 15 冊（赤羽氏の探索で 6冊増）で
ある。その過半数の『小生物理書』の裏表
紙には教科書の所有者名（多くは当時の高
等小生徒・使用者名）が記入されていた。 
③理科開始後 14 年後（1900）の松岡豊吉（埼
玉）の『物理学筆記』は，ゲージの世界先
端級の AL 型授業の筆記であり，当時の原
子・分子論・階層的自然観・物質進化等の最
先端的考え方を本格導入した「世界最先端の
授業内容の筆記である」実態を解明できた。 
④明治 39～40年の十日町高等小 3,4年生「松
沢やう」の「理科筆記４巻」で，原子・分子
論を重視した科学教育の実施が確証された。
原子・分子論・階層的自然観を重視した明治
20年～40年の特徴的教育史的新知見を得た。 
（3）そのような取り組みの中で，約 150 年
前の頃にに，英国の物理教科書の著者カッケ
ンボスやスチュワーの影響下で使用された
日本の科学実験器具・装置・道具・機械が，
どう教えられたかを解明した。例えば，神戸
や大阪や熊本で発掘した。明治 20 年代の長
野県上伊那郡高等小学校伊那富分教場生徒
宇治橋正則理数筆記の実態と，高等科 2年井
岡忠雄の理科筆記実態を解明した。明治後
期・大阪での尋常・高等小学校校外理科指導
教案・低学年理科や直観科等の実相を確証す
る授業記録集他，等の収集分析を進めてきた。 
（4）2016 年 3月 6日,2017 年 3月 3日，2018
年 3月 4日に各年度に蓄積した研究成果を科
研費Ｂ研究会で集大成。国内学会や国際会議



(ICPE2015Beijin,AAPT2015,AAPT2016,ICPE2
016,APPC-AIP2016-Brisbane,EASE2016Tokyo
,ICPE2017Dublin 他，等での成果発表をした。 
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材化, 新潟大学教育学部研究紀要 自然
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